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資料 3 

【質問１】 

みなさんのお友達やご家族は子どもの権利についてどれくらい知っていると思いますか。 

あてはまるものに〇をつけてください。 

【回答】 

① とてもよく知っている･････ 1 人 

② すこしだけ知っている･････12 人 

③ あまり知らない･･･････････ 4 人 

④ 未回答･･･････････････････ 1 人 

【質問２】 

 今まで以上に子どもの権利を知ってもらうために、どんな取組をしてみたいですか。 

また、青森市はどんなことをしたらいいと思いますか。 

【回答】 

 ・大人→子どもの権利教育だけでなく、 

  子ども→大人の子どもの権利教育もやってみる 

 ・小学校などに行き、授業をするといいと思う（子どもの権利のこと）（2 人） 

 ・学校で子どもの権利について学ぶワークショップを増やす（クイズ大会、ロールプレイ） 

 ・学校で話をする 

 ・一つの学校に全校を集めて、子ども会議委員全員で子どもの権利について説明をする 

 ・イベントを開催する（子どもの権利イベント）（3 人） 

 ・「子どもの権利の日」をもっと盛大にアピールすれば良い 

・市長が宣伝する、直々に権利の発信 

 ・けんりはかせ公式 X アカウント（委員運営） 

 ・みんな知るだけ知っているけど、大人になった時に覚えているかが不安 

  だから大人も見そうな取組がしたい。（SNS、回覧板とか市役所の入り口に貼るなど） 

 ・テレビ CM など、テレビや SNS などの多くの人に見てもらえるような手段を使って、わかりやすく子どもの権

利を紹介することができたら、してみたい 

 ・青森市は、子どもの権利に関する学校の先生向けの講座を増やす 

・子どもの権利を紹介するポスターを作ってみたい 

 ・子どもの権利を知ってもらうためのチラシを配る 

 ・小学校や中学校などにチラシを配布する 

 ・楽しくできる取組 

 ・子ども自身が意見を発表できる会議やイベントを開く→アンケートの実施（全校児童にアンケートをとり、結果

を会議で話し合う）→実際に実現する（実現した内容をみんなに報告し、『意見が学校づくりに繋がった』と実感

できるようにする 

・ミセスとコラボする（りんご大使！） 

・駅前などの人通りの多い所や、子どもたちがいっぱいいるところに権利について展示する。 

 

【質問３】 

みなさんは居心地がいいと思える場所はありますか。 

【回答】 

① ある･･･17 人 

② ない･･･ 1 人 

【質問 4】居心地がいいと思える場所があると答えた方へお聞きします。 

 具体的に居心地がいいと思える場所を何個でもいいので、思いつく分だけ教えてください。 

【回答】 

・自宅（親がいるから安心する等）（10 人） 

・自室 

・ベッド 

・ソファ 

・トイレ 

・祖父母の家（2 人） 

・友人の家 

・図書館（6 人） 

・図書学習センター 

・学校（8 人） 

・公園（2 人） 

・子ども会議 

・アウガ 

・ショッピングモール 

・美術館 

・水族館 

【質問５】 

居心地がいいと思える場所がないと答えた方へお聞きします。 

どんな場所があったら居心地がいいと思えますか。 

【回答】 

 質問 3「みなさんは居心地がいいと思える場所はありますか。」 

・静かなところ 
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資料 3 

【質問 6】 

みなさんが大人の支援が欲しいと思うのはどんな時ですか。 

【回答】 

・人生の岐路に立ち、その答えを見つけられないとき 

・大変なことが起きたり、つらいと思ったとき 

・学校でのいじめ、問題行動（2 人） 

・友達がいじめられていて困っているなど、子どもの力だけでは解決が難しいようなとき 

・困っていることがあるとき（2 人） 

・自分でやったことがないことをするとき 

・進学するとき 

・生きづらさを感じたとき 

・お金（2 人） 

・子どもを育てている人への支援 

・シングルマザーへの支援（父親が少ししか養育費を払ってくれない。お母さんがつらそう） 

・怪我をしたとき 

・特になし/空欄（4 人） 

【質問 7】 

 お友達に大人の支援が必要だと思ったことはありますか。 

 それはどんな時ですか。 

【回答】 

・学級になじめなくてつらそうなとき（でもこれは友達からの支援のほうがいいかも） 

・いじめられているけれど相談をできていなかったとき 

・必要だと思ったことはありません 

・情緒不安定な人 

・友達が暴れているとき 

・面倒くさい人にいじめられているとき（面倒くさくない人だったら直で言う） 

・トラブルがあったとき 

・その子の特性が周りの友達に理解されず冷やかしなどが起きていて、その子の特性をよく理解してくれている大

人（担任の先生など）の助言が必要だと思ったとき 

・体調が悪くても病院に行けないとき 

・友達がいじめにあっているとき 

・怪我をしたとき 

・わからない/特になし/空欄（7 人） 

 

 

 

 

【質問 8】 

 みなさんが困ったときや辛くなったときに相談できる人はいますか。 

 あてはまるものに〇をつけてください。 

【回答】 

 ① いる･････16 人 

② いない･･･ 2 人 

【質問９】 

 みなさんは学校以外で実施する避難訓練に参加したことはありますか。 

（町内会などが実施する防災訓練等） 

【回答】 

① ある･･･ 3 人 

② ない･･･15 人 

【質問１０】 

 実際に災害が起きたときに自分にはどんなことができると思いますか。 

【回答】 

・自分の身を守ること（2 人） 

・命を守るために、安全な行動をとること 

・叫ぶ（助けを求める） 

・避難所を組み立てる（テントなど） 

・訓練通り動く 

・逃げる/防災グッズを持って避難する（2 人） 

・近くの人と協力する 

・周りの人に呼び掛ける/人に逃げるように伝える 

・避難所でのボランティア活動/ボランティア（3 人） 

・話を聞く/大人の指示をしっかり聞く（3 人） 

・焦る（6/25 の時も焦った） 

・安全に避難すること 

・落ち着いて行動すること 

 


